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第1章   計画の背景・目的 

 

1.1  計画の背景 

北海道新幹線は、「全国新幹線鉄道整備法」に基づく整備計画で決定された東北新幹線の新青

森駅から函館市付近・小樽市付近を経て札幌市に至る延長約 360㎞におよぶ路線である。 

平成 14年 1月 8日、日本鉄道建設公団（現：鉄道建設・運輸施設整備支援機構）から国土交

通大臣に工事実施計画認可申請がなされ、平成 28 年 3 月 26 日には、新青森―新函館北斗駅が

開業した。現在、新函館北斗―札幌駅間（211.9㎞）の開業に向け、沿線地域と共同での総合的

な取組が求められている。 

 

 

1.2  計画の目的 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅は、道南地域において太平洋（噴火湾）側の地域と日本海側

の地域を結ぶ玄関駅として、広域的な地域の発展に大きな波及効果をもたらすことが期待され

ている。一方、新駅は JR八雲駅の西方約 3㎞に建設が予定されていることから、市街地との連

携を考慮した駅周辺整備計画を図る必要がある。 

本計画は、これまで八雲町で策定した関連計画※及び住民意見を踏まえつつ、北海道新幹線新

八雲（仮称）駅の立地特性に考慮した新駅周辺整備計画の基本コンセプト・整備方針、導入機

能、駅前広場及び駐車場の検討、土地利用ゾーニングを示すことを目的とする。 

 

※ 新幹線八雲駅を核とした地域振興計画（平成 12年 3月） 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備構想（平成 18年 12月） 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅等整備方針（平成 28年 2月） 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画（平成 31年 3月） 
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第2章   新駅周辺整備方針の検討 

2.1  八雲町の現況 

2.1.1  人口、産業 

八雲町の人口は、昭和 45 年には旧 3 町村合計で 28,191 人であったが、それ以降は減少傾向

にあり、令和 2 年には 15,826 人となっている。今後も減少が続くと予想されており、令和 27

年には 8,199人になると推計されている。 

年齢 3区分別の人口推移は、年少人口（15歳未満）は平成 7年以降、生産年齢人口（15～64

歳）は平成 17 年以降減少が続く一方で、老年人口（65 歳以上）は平成 7 年以降増加傾向にあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 人口推移 

（資料：総務省「令和 2 年国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和 5年推計）」） 

※落部村編入、熊石町合併以前(2005年 10 月)の数値は旧 3 町村の数値を合計している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 年齢 3区分別の人口推移 

（資料：総務省「令和 2年国勢調査」） 
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新八雲（仮称）駅の駅勢圏の人口は、八雲町が 15,826 人と最も多く、次いで森町が 14,338

人、せたな町が 7,398人となっている。 

産業別人口の割合は、医療、福祉（13.0%）の割合が最も多く、次いで建設業（12.0%）、卸売

業、小売業（10.7%）、漁業（10.1%）の割合が多い。漁業は全道平均（1.2%）を大きく上回って

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 新八雲（仮称）駅の駅勢圏の人口 

（資料：総務省「令和 2年国勢調査」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 八雲町及び全道の産業別人口の割合 

（資料：総務省「令和 2年国勢調査」） 
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2.1.2  農業 

(1) 農家数の推移 

農家数は減少傾向にあり、令和 2年では 247戸と、平成 12年と比較して約半分の水準となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 農家数の推移 

（資料：農林水産省「2020年農林業センサス」） 

 

(2) 主要家畜飼養の推移 

牛及び豚の頭数は、過去 5年間で増加傾向にあり、令和 3年では乳牛 10,967頭、肉牛 2,689

頭となっている。豚は 2万頭台で推移していたが、令和 2年に 16,799頭に落ち込み、令和 3年

に 19,144頭に回復している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 主要家畜飼養の推移 

（資料：農林水産省「2020年農林業センサス」） 
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(3) 農業生産額の推移 

農業生産額は令和 3 年で約 89 億 99 百万円となっている。耕種・畜産別では、畜産 79 億 57

百万円、耕種 9億 42百万円と畜産が約 9割を占める。直近 5年間では令和元年が最も多く、約

97億 40百万円となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耕種計                  畜産計 

図 2-7 農業生産額の推移 

（資料：農林水産省「2020年農林業センサス」） 

 

 

(4) 牛乳生産量及び生産額の推移 

牛乳生産量及び生産額は、令和 3年では牛乳生産量は約 45万トン、生産額は約 4億 1千万円

となっている。直近 5 年間の推移をみると、令和 2 年までいずれも増加傾向にあったが、令和

3年では若干減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 牛乳生産量及び生産額の推移 

（資料：農林水産省「2020年農林業センサス」） 
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2.1.3  漁業 

(1) 主要魚種水揚げ量及び水揚げ高 

主要魚種水揚げ量及び水揚げ高は、令和元年以降増加傾向にあり、令和 4 年では水揚げ量は

約 25万トン、水揚げ高は約 87億 54百万円となっている。魚種別では、水揚げ量の約 9割、水

揚げ高の約 8割をほたてが占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

魚類                  貝類 

図 2-9 主要魚種水揚げ量 

（資料：八雲町資料） 
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魚類                   貝類 

図 2-10 主要魚種水揚げ高 

（資料：八雲町資料）  
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(2) サーモン養殖プロジェクト 

漁業経営の安定並びに地域の活性化を図るため、漁業協同組合と連携した新たな取り組みと

して、『北海道初』となるトラウトサーモン養殖の事業化を目指すプロジェクトを推進している。 

輸入が大半を占めるトラウトサーモンを八雲町で生産し、『北海道二海サーモン』として、北

海道ブランドの確立に向けて挑戦している。令和 2 年 9 月には、ふるさと納税返礼品として全

国デビューしている。 

 

①背景 

近年、日本海側の旧熊石町地区では主力魚種のイカ・スケトウダラ・秋サケなどの漁獲量が

大幅に減少しており、平成 12年頃に年間 3万 tを超えたものの、令和 3年には 3000tと 1割ま

で落ち込む。太平洋側の八雲地区では養殖ホタテの原因不明の大量死に直面。漁業を取り巻く

環境は厳しさを増している。 

更に高齢化や後継者不足なども深刻化しており、平成 7 年に熊石漁協を含む旧檜山支庁内の

8 漁協を合併して新設したひやま漁協の組合員数は設立当初の 1,512 人から令和 2 年には 540

人にまで減少した。 

 

②経緯 

こうした現況を踏まえ、漁業経営の安定並びに地域の活性化を図るため、漁業協同組合と連

携した新たな取り組みとして、市場において海外産が主流となっているトラウトサーモン（ニ

ジマス）を北海道で試験的に海面養殖する事業を令和元年 12月より開始した。 

当初は青森よりサーモンの幼魚を購入し、海に幼魚を入れることから養殖を開始し、令和 4

年からは「八雲町熊石サーモン種苗生産施設」における中間育成を開始した。現在では卵の孵

化から幼魚へ育成し、成魚として水揚げするまでの一貫生産を八雲町内で行っている。 

数ある魚類の中でもトラウトサーモンを選択した理由は、子どもから大人までが世代を問わ

ず人気の食材であること、また、回帰率の低下によりサケ・マスの漁獲量が減っていること、

さらに青森県のサーモン養殖事業者とのつながりができたことなどが挙げられている。 

 

③取組の効果 

令和元年 12月の開始以降、順調に養殖試験を続け、令和 4年の水揚げ量は 13.5t、令和 5年

5 月 24～26 日（養殖 4 サイクル目、熊石漁港）の水揚げ量は 7,266 尾（約 20t）を記録してい

る。 

 

【主な提供実績等】 

・令和 5年 9月に二海サーモンフェアを開催し、八雲観光物産協会加盟飲食店・温泉宿 12店

舗にて提供 

・令和 5年 9月 16・17 日には噴火湾パノラマパークにて秋の味覚祭りを開催し、二海サーモ

ンを提供 

・令和 5年 9月 29日には NHK北海道の番組で二海サーモンが道南の絶品グルメとして紹介 

・八雲町在住の子どもたちに給食の材料として提供、町立熊石小学校にて食育・地産地消の授

業を実施 

・札幌や函館の大手宿泊施設でのフェアや回転寿司チェーンへの提供 

・現在は八雲町内のスーパー、ふるさと納税の返礼品に出品 
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2.1.4  商業・製造業 

(1) 商店数及び年間商品販売額の推移 

商店数及び年間商品販売額は、平成 6年以降減少傾向にある。平成 24年以降は緩やかに減少

しており、令和 3年の商店数は 183事業所、年間商品販売額は約 249億円となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 商店数及び年間商品販売額の推移（左：商店数、右：年間商品販売額） 

（資料：経済産業省「商業統計調査、令和 3年経済センサス」） 

※合併以前(平成 17 年 10 月)の数値は旧 2 町村の数値を合計している。 

 

(2) 製造品出荷額及び製造業従業者数の推移 

製造品出荷額は平成 29年以降減少傾向にあったが、令和 3年では回復し、約 320億円となっ

ている。製造業従業者数についても平成 20年以降減少傾向が見られたが、令和元年以降は増加

に転じ、令和 3年では 672人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 製造品出荷額及び製造業従業者数の推移 

（上段：製造品出荷額、下段：製造品従業者数） 

（資料：経済産業省「工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査」） 
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2.1.5  観光 

(1) 観光入込客数の推移 

令和 4年度における観光入込客数は約 38.5万人であり、その多くを日帰客が占めている。平

成 28 年度の約 62.8 万人をピークに減少傾向がみられるものの、コロナ禍による一時的な落ち

込みの後、現在は回復傾向にある。また、令和元年度以前（コロナ禍以前）と比較して道外客

の割合が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 観光入込客数の推移（上段：日帰・宿泊別、下段：道内・道外別） 

（資料：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」） 
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月別比率では、8 月の入込が最も多く、7 月～8 月の夏季、大型連休のある 5 月、9～10 月の

秋季に入込が集中している。一方で冬季は入込が少なく、全道や道南地域の平均と比較しても

低い状況にある。また、コロナ禍以前の平成 30年度と比較すると、令和 4年度では季節較差が

若干緩やかになっている。 

  外国人宿泊客延数は、平成 29年度の 325人をピークに減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 観光入込客数の月別比率（上段：H30年度、下段：R4年度） 

（資料：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 外国人宿泊客延数の推移 

（資料：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」） 
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(2) 主な観光地 

  八雲町の主な観光地は以下のとおり。 

町内には、噴火湾パノラマパークや道南休養村、さらんべ公園など、豊かな自然と触れ合え

る観光スポットが点在するほか、熊石歴史記念館、八雲町郷土資料館・木彫り熊資料館といっ

た町の歴史や文化に親しめる施設が立地している。 

 

施設名 施設概要 施設イメージ 

噴火湾パノ
ラマパーク 

・噴火湾を見渡すゆるやかな丘陵地に、アウトドアレク
リェーションを楽しめる公園。 

・パークゴルフ場やユニークな遊具を揃えた広場など、
家族みんなが楽しめるリゾートパーク。 

・公園の様々な情報の提供を行っているパノラマ館は、
「キッズアリーナ」や軽食コーナーなど雨の日でも安
心。 

・オートリゾート八雲も併設している。 

 

道南休養村 ・キャンプ場や森林浴を楽しめる「わんぱくの森」や川
遊びのできる「ちゃぷちゃぷ公園」のほか、釣りや海水
浴も楽しめる鮎川海岸が近隣に位置しており、大自然を
満喫できる。 

 

ハーベスタ
ー八雲 

・国産ハーブ鶏発祥の地である八雲町が誇る空と海のレ
ストラン。 

・1988年に農業の研究を通じて食を考える実験農場とし
て開場。（現在は実験農場を閉鎖） 

・ハーブ鶏のフライドチキンのほか、パスタやハンバー
グ、オムライス、北海道産モッツアレラチーズを使用
したもちもち生地の本格ピザ、八雲産豚肉のスペアリ
ブなど多種多様なメニュー。 

・北海道でもとりわけ牧歌的な風景が有名な八雲町の自
然をダイナミックに感じることのできるレストラン。 

 

梅村庭園・
梅雲亭 
 

・町民が身近に緑を鑑賞し、四季を通じて集い楽しめる
施設。 

・築山や枯山水、当時では珍しいコンクリート製の灯篭
なども配置されている。 

・梅雲亭は 1912 年に建てられた旧梅村家住宅の離れや
蔵を利用し、二つの建物をつなぐように建てられた庭
園見学できる休息施設。 

 

 
 
 

さらんべ公
園 

・砂蘭部川と遊楽部川の合流地点にある公園で、八雲町
における桜の名所の一つ。 

・せせらぎ水路、池、パークゴルフコース、マーメイド
像、平和の鐘などがある。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

遊楽部公園 ・サッカーの出来る芝の多目的広場や 18 ホールのパー
クゴルフ場、アイスクリーム・ハムなどの製作体験の
できる「ファームメイド遊楽部館」などが併設された
農村公園。 

・大きな乳牛の像がトレードマークで、八雲町における
桜の名所の一つでもある。 

 
 

 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町 HP） 

 

（出典：八雲町 HP） 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 
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施設名 施設概要 施設イメージ 

門昌庵 ・道南五霊場の一つで、松前藩のお家騒動「門昌庵事件」
の舞台となった寺院。 

・旧熊石町を代表する観光地。 
 
 
 
 

 
 
 

 

八雲町育成
牧場 

・総面積 270ha という広大な育成牧場は海抜 200ｍの高
台にあることから、天気の良い日には、東に駒ヶ岳、
西に遊楽部岳、北に八雲市街地・噴火湾の海岸線・羊
蹄山を一望することができる大パノラマが広がる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

熊石歴史記
念館 

・松前藩時代、和人地と蝦夷地の接点として最北の領地
であった熊石の歴史の様子を、模型や展示物を見なが
ら学ぶことができる。 

・キャンプ場やひらたない温泉などがある道南休養村エ
リアを構成する施設の一つ。 

 
 
 

 

黒岩奇岩 ・アイヌの人々が住んでいたころからの伝説があり、「神
の石シュマカムイ」と呼ばれ信仰の対象。 

・竜が現れたという伝説もある観光スポット。 
・祠は大正時代に大漁や海難防止を願って建立。 
 
 
 
 

 

八雲神社 ・明治 17 年に愛知より移住した者たちの精神的拠り所
として社殿を建設、明治 20 年に故郷である愛知県の
熱田神宮より御分霊。 

・熱田皇大神の御分霊に許可が下りたのは史上八雲神社
のみということで有名。 

 
 
 

 

八雲町郷土
資料館・木
彫り熊資料
館 

・八雲地区の歴史・文化・資料等と木彫りの熊を展示し
た資料館。 

・郷土資料館では「歴史と風土」「開拓と人々の生活」「産
業」を柱とし、尾張徳川家のユーラップ開拓を中心と
して多種多様な資料を展示。 

・木彫り熊資料館では「北海道木彫りの熊発祥の地 八
雲」として、北海道第一号の木彫り熊やモデルとなっ
たスイスの木彫り熊など多くの作品を展示。 

 

 
 
 
 
 

鶴田知也文
学碑小公園 

・昭和 10 年に「コシャマイン記」を発表し、第 3 回芥川
賞を受賞した鶴田知也の文学碑で、八雲が舞台となっ
た作品数十編を著している。 

・後に学生時代に半年間滞在した八雲について、「あの秋
の紅葉の激烈な美しさ、冬の大吹雪の厳粛な非情、な
どに対する感動は私を泣かしめるほどのものだった」
と記している。 

 
 

 
 
 
 
 
 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

（出典：八雲町教育委員会） 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

（出典：八雲町 HP） 

 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 
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施設名 施設概要 施設イメージ 

奇岩雲石
（くもい
し） 

・この地方を支配していたアイヌの首長タナケシが和人
に対抗して攻め入り、松前藩は苦戦の末に敗戦し、岩
陰に身を隠した。すると黒雲が岩の間から湧きあが
り、地鳴りとともに辺りが真っ暗になった。アイヌの
軍勢はこれに恐れをなして撤退し、松前軍に勝利をも
たらしたと言い伝えられた伝説の奇岩。 

 
 

 
 
 
 
 
 

円空上人滞
洞跡 

・円空が 1665 年に松前へと渡り、そこから西太田（現・
せたな町大成区太田）まで作像して廻行した際に、熊
石に来てこの洞窟に住み作像したとされている。 

 
 
 
 
 

 

落部公園 ・噴火湾と落部市街を一望できる高台に位置し、８種類
5000 本のつつじが咲き誇る。 

・つつじだけでなくさくらの園や遊具、こもれびの道な
どが整備。 

 
 
 

 

 

雲石峠 ・太平洋側の八雲地域と日本海側の熊石地域をつなぐ峠
で、10 月中旬から下旬にかけて八雲町随一の紅葉の名
所となる。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町 HP） 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

 

（出典：八雲町） 
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(3)主な特産品 

  八雲町の主な特産品は以下のとおり。 

  ブランド牛である「北里八雲牛」のほか、「北海道二海サーモン」、ほたてなどの海産物、チ

ーズ等の乳製品が代表的である。 

 

特産品名 概要 特産品イメージ 

北里八雲牛 ・北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセンター
八雲牧場で飼育されるブランド牛。化学肥料、農薬や
除草剤を一切使用しない牧草のみで育てられる。 

・2009 年には国内初、肉用牛で有機 JAS 認証を取得。 

 

北海道二海
サーモン 

・北海道初となるトラウトサーモン養殖事業により八雲
町で生産されたサーモン。 

・刺身、切り身、スモークサーモン等の商品が展開され
ており、令和 2 年 9 月にはふるさと納税返礼品として
全国デビューしている。 

※7 ページに概要を掲載 

 

ホタテ ・八雲町の基幹産業のホタテ養殖漁業により水揚げされ
る噴火湾産のホタテ。 

・噴火湾は八雲町の三方を囲む山の恵みと、外海からの
プランクトンにより栄養豊富な環境となっている。耳
吊りと呼ばれる垂下式で養殖されている。鮮度が良く、
甘みの強い大ぶりな身が特徴である。 

 

チーズ ・八雲町産の生乳を使ったチーズは、ストレスの少ない
環境で育った牛のミルクから作られており、優しい味
わいなのが特徴である。生産者は素材本来の味わいを
活かせるよう製造しているため、八雲町ならではの仕
上がりとなっている。 

 

二海カレー ・二海カレーは、八雲産の牛乳をベースにしたホワイト
カレーであること、そのほか地元産の食材を１点以上
使用すること、各店舗にて独自のこだわりを持って提
供することを守ったカレーのみ認定されている。 

 
 
 
 
 
 
 

バター飴 ・北海道土産の定番であるバター飴の発祥の地は八雲
町。昭和 6 年にでんぷん飴の中に甜菜糖とバターを配
合したバター飴（当時の名称は牛酪飴）を創製し、国
鉄八雲駅で立ち売りを開始したのが始まり。 

・現在は過去のレシピを基に復刻版が発売されている。 

 
 
 
 
 

（出典：八雲町観光情報ブログ） 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町 HP） 

（出典：八雲町） 
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特産品名 概要 特産品イメージ 

みそ ・平成 17 年に八雲町と熊石町が合併し、食資源がさらに
豊かになったことで、原料の一切を町内で調達した「オ
ール八雲みそ」づくりを開始。 

・みそ製造の際に熊石沖水深 300ｍ以深で採取される海
洋深層水を使用した商品などもある。 

・尾張伝承の北海道では珍しい赤みその製造も行われて
いる。 

 

木彫り熊 ・木彫り熊発祥地の八雲町は、今から 100 年ほど前に尾
張徳川家当主で八雲の徳川農場主でもあった徳川義親
候によってスイスから持ち帰られた木彫り熊（農民美
術）を真似て作ったのが始まり。 

・当初は基幹産業であった農業が閑期を迎える冬期の副
業や趣味として流行したが、太平洋戦争を経て戦後に
なると彫り師が激減。 

・現在は昔ながらの置物タイプのほか、現代アートのよ
うなものやストラップ型のものなど、時代に合わせた
親しみやすい商品づくりが行われている。 

・昭和 30 年代より流行した、いわゆる「サケをくわえた
木彫り熊」はアイヌの木彫り熊であり、野生の熊の姿
を参考にしたとされるが、八雲で製造されたものは徳
川農場において飼育されていた子熊の姿を参考にした
とされ、親しみのある作風が特徴となっている。 

・八雲で製造されるものは、繊細で日本画に描かれた動
物のような毛並みを再現する毛彫りや、面彫りという
抽象的に熊の形を捉えた独特の手法が特徴。 

・八雲町におけるまちおこしとして、町内の飲食店・商
店などで展示、木彫り熊作成体験の開催、木彫り熊シ
ョップの開業などで木彫り熊発祥の地をアピール。 

 
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

 

（出典：八雲町フォトギャラリー） 

 

（出典：八雲町） 
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2.1.6  交通 

(1) JR 北海道（旅客） 

JR八雲駅では、特急列車（北斗）が 22 本/日（函館方面行 11 本/日＋札幌方面行 11 本/日）

停車している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 JR八雲駅に停車する列車 

 

 

表 2-1 JR八雲駅の 1 日の運行本数（平日・土日祝、令和 6年 11月時点） 

  函館方面  札幌方面  合計  

  普通列車 6 6 12 

  長万部⇔森 1 2 3 

  長万部⇔函館 5 4 9 

北斗 11 11 22 

 

 

  

八雲

長万部

森

函館

札幌方面へ

1111

54

12

北斗（札幌⇔函館）
普通列車（長万部⇔森）
普通列車（長万部⇔函館）
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(2) バス 

八雲町内を通過するバスとして、3路線の路線バス、2路線のデマンドバス、1路線の都市間

バスが運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 八雲町内を通過する路線バス 

 

 

表 2-2 八雲町内を通過する路線バスの 1日の運行本数（令和 6年 11月時点） 

路線 ルート 本数 

函館・長万部線（路線バス） 函館バスセンター⇔長万部ターミナル 4 本/日（平日・土日祝） 

檜山海岸線（路線バス） 熊石⇔江差ターミナル 6 本/日（平日・土） 

5 本/日（日祝） 

快速瀬棚号（路線バス） 上三本杉（せたな町）⇔函館バスセンター 1 本/日（平日・土日祝） 

熊石・八雲間予約バス 

（デマンドバス） 

熊石⇔八雲総合病院 2.5 本/日（平日・土日祝） 

檜山海岸線（デマンドバス） 太田（せたな町）⇔熊石 6 本/日（平日） 

4 本/日（土日祝） 

高速はこだて号（都市間バス） 湯の川温泉東（函館市）⇔札幌駅前 4 本/日（平日・土日祝） 

 

 

  

八雲町

長万部町

森町

函館市

札幌方面へ

せたな町

熊石
（八雲町）

江差町

44

函館・長万部線（路線バス）
檜山海岸線（路線バス）
快速瀬棚号（路線バス）
熊石・八雲間予約バス（デマンドバス）
檜山海岸線（デマンドバス）
高速はこだて号（都市間バス）

11

44

※平日ダイヤ

66

3

2

66
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2.2  新駅周辺の現況 

2.2.1  上位計画での位置づけ 

新駅及び周辺地域の位置づけ等を確認するために、第 2 期八雲町総合計画や都市計画マスタ

ープラン、まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略を確認した。 

 

 

第 2期八雲町総合計画（平成 30～令和９年度） 

八雲町自治基本条例（平成 22年 4月 1日施行）を踏まえ、時代の潮流への対応や北海道新幹

線新八雲（仮称）駅の開業を見据え、平成 30～令和 9年度（10年間）の八雲町の町政運営の目

標とその実現方法を定めた、「第 2 期八雲町総合計画」を平成 29 年度に策定。また、中間年と

なる令和４年度に見直しを行い後期基本計画を策定。 

 

 

 

基本目標１．八雲町の自然と調和する安心・安全な都市基盤整備 

・北海道新幹線工事の着実な進捗を図るため、工事実施主体である鉄道建設・運輸施設支援

機構への協力支援に努める。また、各期成会や交通機関と連携し、札幌延伸開業に向けた

普及・啓発活動を推進する。 

・新幹線駅周辺の整備の考え方及び整備方針について、引き続き北海道新幹線新八雲（仮称）

駅周辺整備推進会議を中心に中高生や有識者などの意見も取り入れ、具体化の検討を進め、

新駅周辺整備を推進する。 

・北海道新幹線開業に向け、国・北海道及び沿線自治体と連携し、今後の公共交通の在り方

を研究する。 

基本目標２．八雲の豊かな資源を活かした産業振興 

・北海道新幹線新八雲（仮称）駅開業を見据え、観光の拠点となっている噴火湾パノラマパ

ーク及び情報交流物産館丘の駅への交流人口のさらなる増加と町内経済への効果波及を図

る。 

・効率的かつ効果的なプロモーションを行うために、北海道新幹線開業後の観光客の動向や

消費者ニーズを分析した上で、太平洋と日本海の２つの海を持つまちとして、道南の観光

拠点を目指し、多様な地域資源（観光・物産資源）を活用した新たな素材の発掘や磨き上

げ、事業者の人材育成を継続し、観光と物産の両面での産業振興を推進する。 

・新駅の開業を見据え、開通による利便性の向上や、自然に恵まれた環境、コンパクトな町

などといった都市部との勤務環境の違いを活かし、企業誘致への取組を進める。 

 

  

主な位置づけ 
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都市計画マスタープラン（令和５～２４年） 

第 2 期八雲町総合計画における理念や目標を受け継ぎつつ、都市部における都市づくりの基

本的な考えを示した「都市計画マスタープラン」を令和 4年度に策定。 

 

 

 

１．土地利用の方針 

【将来土地需要を考慮した適切な市街地エリアの設定】 

・北海道縦貫自動車道（高速道路）が整備され、今後は北海道新幹線も合わせた広域的な交

通基盤の整備も進められるが、地形状況、将来動向（人口や土地需要）、町民活動、近隣か

らのアクセス等に配慮した都市計画区域、用途地域の見直し等を行うことで八雲町に住み、

働き、集える快適な都市づくりを進める。 

２．道路・交通ネットワークの方針 

【地域と地域をつなぐ交通機能の整備】 

・都市の骨格をなす３・２・１内浦通（国道５号）、３・４・８八雲熊石通（国道２７７号）、

北海道縦貫自動車道（高速道路）と今後整備が予定されている北海道新幹線の新駅へのア

クセス道路などの道道が連携した、交通・観光ネットワークの形成を進める。 

・北海道新幹線の新駅と市街地や観光拠点などを結ぶアクセス機能の充実に努める。 

【公共交通機関の機能充実・強化】 

・新幹線開業に伴う並行在来線経営分離後の対応については、新幹線開業後における沿線住

民の足の確保に向けた取組を進める必要があることから、道や沿線市町等との連携により、

経営分離区間の安定的かつ効率的な輸送体系を構築するために必要な検討・取組を進める。 

３．公園・緑地・水のネットワークの方針 

【道立広域公園の整備による人が集う仕掛けづくり】 

 ・今後整備が予定されている北海道新幹線の開業により観光のアクセスポイントとして、観

光客の入込みが見込まれるため、食や体験メニューの創出を図る。 

 

 

 

第 2 期八雲町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（令和４年 10 月一部改訂） 

八雲町の人口減少対策を推進すべく、令和２年度に「第 2 期八雲町まち・ひと・しごと創生

人口ビジョン・総合戦略」を策定（令和 4年 10月に一部改正）。 

 

 

 

基本目標３ 人が移り住み定着してもらえるようまちの魅力を向上させる 

・北海道新幹線延伸に伴い、新八雲（仮称）駅が設けられる。八雲を素通りすることなく下

車し、さらに熊石地域へと足を延ばすことにつながる熊石地域の魅力向上、観光ルートの

構築に取り組む。 

 

  

主な位置づけ 

主な位置づけ 
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2.2.2  土地利用 

(1) 用途指定と制限事項 

新駅整備予定地は都市計画区域外であるが、農業振興地域（農用地区域）に含まれている。

このため、以下に示すような規定が設けられており、原則として農業以外への利用（一時的な

ものを除く）が禁止され、農用地区域内の農地の転用については、農用地利用計画において指

定された用途に供する場合以外認められないこととなっている。 

なお、農用地利用計画の変更（農用地区域からの当該農地の除外）が必要と認められる場合

は、農用地利用計画の変更をした上で農地法による転用許可が必要となる。 

平成 31年 3月の「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画」においては、都市計画

区域の拡大を検討していたが、現状大半が農地であり、上記の通り一定の開発抑制が見込まれ

ることから、現状の土地利用規制を前提として検討する。 

 

表 2-3 農業振興地域にかかる各種既定の概要 

（出典：「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画」） 
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(2) 土地利用の現状 

新駅周辺は、国土利用計画の農業地域に含まれており、農用地区域（一部除外地含む）に指

定されている。除外地には、資材置き場等の施設が立地している。また、新駅予定地の背後の

山林は、地域森林計画対象民有林になっているほか、南側には遊楽部川水系音名川が流れてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-18 農業地域（農用地区域） 

（出典：「国土数値情報」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 新駅周辺の様子（令和 5年 5月時点） 
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2.2.3  インフラの整備状況 

新駅予定地は、前面に道道八雲北桧山線（片側１車線）が通っており、それに接続して、町

道音名川沿線が通っている。周辺の道路台帳等により、電気・通信・水道・排水等は、以下のと

おりと判断される。 

 

表 2-4 新駅周辺のインフラ整備状況 

（出典：「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画」） 

電気 あり 

通信 あり（電柱に共架） 

水道 上下水道ともになし 

※上水道は北海道新幹線札幌延伸開業までに今後整備予定 

排水 PCRφ450mm 

道道－町道接続部に RC高圧菅φ600㎜ 

法指定規制等 道道は積雪寒冷地 除雪区間 

 

 

2.2.4  市街地からの交通アクセス 

市街地からのアクセスは、JR八雲駅を起点とした場合、約 3㎞であり、自動車であればアク

セス性は高い。新駅前面道路（道道八雲北檜山線）はバス等既存の公共交通が通過せず、公共

交通によるアクセスの利便性は低い場所となる。 
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2.3  新駅周辺整備に対する高校生ワークショップの実施 

2.3.1  ワークショップの目的及び実施内容 

「新八雲（仮称）駅周辺整備計画」の検討を進める上で、高校生から新八雲（仮称）駅に関す

る意見をいただくため、八雲高等学校 2年生の 10名（2グループ）を対象としてワークショッ

プを実施した。各回の概要は下記のとおり。 

 

日程/場所 目的 ワークショップの内容 

第 1回 
令和 5 年 9

月 21 日／

北 海 道 八

雲 高 等 学

校 

・駅周辺整備計画の概要を説明し、

ワークショップの目的を共有し

た上で、以下の 2テーマについて

意見を交わす 

①八雲町の良いところ・悪いとこ

ろ 
②新幹線の開業に期待すること 

【当日の説明】 
・ファシリテーター(司会進行役)の紹介と

挨拶 
・ワークショップの目的について 
・新八雲（仮称）駅の概要説明 
・ワークショップの概要説明、進め方 
【テーマ①】 
・八雲町の良いところ・悪いところ 
【テーマ②】 
・新幹線の開業に期待すること 
【グループ発表】 

第 2回 
令和 5年 10

月 10 日／

北 海 道 八

雲 高 等 学

校 

・第 1 回ワークショップの振り返

りをした上で、以下のテーマに

ついて意見を交わす 

③新八雲（仮称）駅前にあった

ら良いもの 

【当日の説明】 
・第 1回ワークショップの振り返り 
・第 2回ワークショップの概要説明 
【テーマ③】 
・新八雲（仮称）駅前にあったら良いもの 
【グループ発表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 ワークショップの実施風景（上段：第 1回、下段：第 2回） 
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2.3.2  実施結果 

(1) 第 1回高校生ワークショップ 

第 1回高校生ワークショップでは、「①八雲町の良いところ・悪いところ」、「②新幹線の開業

に期待すること」の 2 テーマについて意見を出し合った。 

 

①八雲町の良いところ・悪いところ 

八雲町の良いところとしては、「食べ物がおいしい」、「豊かな自然」、「コミュニティのあたた

かさ」のほか、「函館～札幌間の中継地点になりえる」という将来的な発展性に関する意見が挙

げられた。 

 八雲町の悪いところとしては、「交通手段が少ない」、「観光・商業・娯楽施設が少ない」のほ

か、豊かな自然に対して「海が汚い・牧場の匂いが気になる・快適な天候である時が少ない」、

コミュニティのあたたかさに対して「コミュニティが狭い」といった意見が挙げられた。 

 

②新幹線の開業に期待すること 

  新幹線の開業に期待することとして、主に「自分にとってのプラスの期待」、「地域にとって

もプラスの期待」、それらを踏まえた「新幹線整備に求めること」について意見が挙げられた。 

 自分にとってのプラスの期待としては、「行動範囲の拡大」や移動時間が短縮されることによる

「通勤・里帰りの利便性向上」、さらに「遊ぶ時間・家族と過ごす時間が増える」といった意見

が挙げられた。 

  地域にとってもプラスの期待としては、「公共交通の利便性向上」、「観光スポットや宿泊施設

の増加」、「八雲町の文化が広がる・知名度アップ」などの意見が挙げられた。 

これらの期待を踏まえ、新幹線駅整備に求めることとして、「自動販売機の設置（飲食物が購

入可能なもの）」、「八雲町のおすすめ情報を駅に設置」、「駅前にひまわり畑を設置」などの意見

が挙げられた。 
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【Aグループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【テーマ① 八雲町の良いところ・悪いところ】

八雲町の良いところ

八雲町には
農家が
たくさん
居る

食べ物が
おいしい

ごはんが
おいしい

二海
サーモン

色々な種類
の飲食店
がある

採れたての食材を使えるから、
おいしい食事が食べられる！

地産地消

食べ物がおいしい！

自然がきれい！

２つの海
がある

日本海側は
泳げるくら
いきれい！

海を身近に
感じられる

２つの海がある！

自然が
きれい

森が
多い

函館と札幌
の真ん中に
位置してる

八雲に
立寄る人が
多い印象

市町村合併
により、
町の規模が
大きい

八雲が
アクセス
拠点になる
のでは？

郷土資料館
がある

函館～札幌間の
中継地点になりえる

その他

八雲町の悪いところ

バスの便が
少ない

汽車の便数
が少ない

熊石も
八雲なのに
移動が大変

他の町への
アクセスが

不便

市街地から
新幹線までの
移動手段は
どうなる？

観光客の移動は
どうなる？

若者の
集う所が
少ない

チェーン店
（マック、
スタバ等）
がない

若者の
遊ぶ所が
少ない

コンビニが
少ない

学校帰りに
集まる場所
がない

八雲町でおススメ
できる場所が少ない

観光スポットが少ない

遊ぶ場所やおすすめする場所が少ない

交通手段が
少ない

海が汚い
(太平洋側)

海のごみが
多い

牧場の匂い
が気になる

風向きによっ
て牛のふんの
においがする

くもりの日
が多い

湿度が高い

人が少ない

熊が出る

町民が
高い物を
買いたがら

ない

海が汚い

牧場の匂いが気になる

天候が気になる

その他

【テーマ② 新幹線の開業に期待すること】

おススメできる
場所が増える

学校終わり
に行く範囲
が増える

遊びに
行きやすい

札幌に
行きやすい

ライブに
行ける

里帰りが
しやすい

熊石に
行きやすく

なる

遠い場所
への移動が
しやすく
なる

行きたい
ところへ
行きやすく

なる

移動できる
範囲が
広がる

八雲町から
の通勤

観光客が
増える

八雲町の
人が
増える

行動範囲が広がる 通勤が
しやすい

里帰りが
しやすい

公共交通の
利便性が高まる！？

新幹線の発着
に合わせた、
駅⇔市街地の
バスを運行

ホテルの
増加

観光スポットや
宿泊先が増える！？

今の八雲町には
一人用のゲスト
ハウスくらいし

かない

八雲の文化
が広がる！？

木彫り熊

アイヌ文化

観光客や町民の増加 および それに伴い想定される波及効果

街の街灯が増える！？

街灯が増え
てほしい

街灯が少な
く、夜に歩
くのが怖い

チェーン店
が増えて
ほしい

観光客にとっ
ても町が明る
い方がいいの

では？

自分にとっての
プラスの期待

地域にとっても
プラスの期待

新幹線整備に
求めること

八雲町の
おすすめ情報
を駅に置く

自動販売機
を置く

飲み物だけで
はなく、食べ
物も買える
自販機

ぺこちゃんと
のコラボ商品

の開発

地元の特産品等
を活用した商品開発

八雲町の特産
で作った駅弁

牛乳を使った
料理の検討

駅前に
ひまわり畑

ひまわりは
八雲町の花

フォト
スポット
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【Bグループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【テーマ① 八雲町の良いところ・悪いところ】

八雲町の良いところ 八雲町の悪いところ

海と山が多
く景色がき

れい

豊かな自然

海が汚い
星や花火が
きれいに見

える

空気がおい
しい

野生動物が
見られる
（鹿やリス
など）

コミュニティのあたたかさ

食べ物がおいしい

飲食店がた
くさんある

まるみ食堂が
うますぎる飲

食
店

酪農・農業
が盛ん

海鮮

特
産
品

近所の人が
野菜やカニ
をくれる

町の人があ
いさつして
くれる

怖い顔の人
が少ない

言葉のなま
りが少ない
ため聞きと
りやすい

小学生・中
学生・高校
生での交流
がある

ボランティア
活動が盛ん

普通の青春
ができる

ラーメン屋
が多い

その他

徳川さん※

の歴史
※尾張徳川家、
徳川義親の愛称

観光・商業・娯楽面の魅力

温泉が多い

良い神社が
ある

コンビニが
多い

公園が多い

ランニング
しやすい

運動場がある
（サッカー場、
プールなど）

曇りの日が
多い

どこでも嫌な
臭いがする
（畑や浜の臭
いなど） 熊の出没

快適な気温
である時が
ほぼない

自然の難点 コミュニティの狭さ

コミュニ
ティがせま

い

なぜかはやく
八雲から出た
いと思ってし

まう

治
安
の
悪
さ

夜には酔っ
払いが多い
（スナック
が多い）

電灯が少な
い

大学と専門
学校がない

人手不足

若者が働き
たいと思え
る場所が少

ない

その他

有名人が少
ない

電車・バス
が少ない高齢化が進

んでいる

パノラマ
パーク、
ハーベス
ター

八雲に観光
スポットが
少ないので
他の地域の
観光スポッ
トにいった
時感動がす

ごい

有名な
チェーン店
があまりな

い

つぶれてい
るお店が多

い

娯楽施設が
少ない

図書館が小
さい、読み
たい本がな

い

学校活動

観光・商業・娯楽施設の少なさ
観光 商業施設 運動しやすい環境

プリクラ、お
洒落なカフェ、
デートスポッ

トなど

第1の観光ス
ポットが駅
から遠い

観光 商業施設 娯楽施設

進路の選択肢の狭さ

乳製品

【テーマ② 新幹線の開業に期待すること】

自分にとっての
プラスの期待

地域にとっても
プラスの期待

旅行の移動
時間の短縮

遊ぶ時間が
増える

通勤時間が
短縮

家族とすご
す時間が増

える

移動時間の短縮

親なしで友
達と札幌に
遊びに行き
やすくなる

行動範囲の拡大

色々なとこ
ろへ気軽に
行き来しや
すくなる

町外でデー
トがしやす
くなる

人生の視野
が広がる

進学イベント
（オープン
キャンパスな
ど）に行きや
すくなる

進路の幅が
広がる

道の駅のよ
うな施設
（地域の物
産販売）

娯楽施設

有名チェーン
店

想定される波及効果

町外の人と
結婚する人
が増える

八雲が大都
会になる可
能性が上が

る

町が明るく
なる

流行がより
早く入って

くる

若い人が過
ごしやすく

なる

バス増便

利便性アップ
（商業施設や交通機関の増加）

八雲に来る
人が増える
（観光、ビ
ジネス）

交流人口の増加
（観光や仕事で訪れる人）

町外との交
流が増える

有名人がた
くさん来る

都会のオ
シャレな人
たちがたく
さん来る

定住人口の増加

八雲に帰っ
てきやすい
（Uターン）

八雲への定
住意識の向

上

人口が増え
る

八雲に住んで
いながら遠い
所に通うこと
ができる

町外への通
勤、大学や
専門学校へ
の通学

八雲の知名度アップ
八雲という
名が広がるたくさんテ

レビで紹介
される 八雲が有名

になる

八雲のおいし
い食べ物を町
外の人にも
知ってもらえ

る

新鮮な野菜、
乳製品など

余
暇
時
間
の
創
出

進路の選択肢
の拡大



 27  

(2) 第 2回高校生ワークショップ 

第 2回高校生ワークショップでは、「新八雲（仮称）駅前にあったら良いもの」について意見

を出し合った。 

 

①新八雲（仮称）駅前にあったら良いもの 

  牧場の景観を活かした施設として、「ガラス張りのレストラン・カフェ」、「フォトスポットの

設置」、「展望台」、「公園・アスレチック」などが挙げられた。 

八雲町の特色を活かす施設としては「木彫り熊の博物館」、「熊牧場（地域の動物とのふれあ

い）」などが挙げられ、これらの施設で実施できる「木彫り熊づくり」、「牛の乳しぼり」、「鮭釣

り」等の体験プログラムに関するアイデアが挙げられた。 

地域の物産販売については、「牧場の中にある駅」というコンセプトを踏まえ、乳製品やお肉

の販売のほか、人手不足解消の観点から「食品自販機の設置（無人販売）」といった意見が挙げ

られた。 

また、八雲町と「ペコちゃん」のゆかりを活かし、㈱不二家の製菓工程が見学できる「ペコ

ちゃんブース」や、シンボルとなるペコちゃんの銅像を設置するなどの意見が挙げられた。 

  そのほか、観光客がまちを周遊するための取組として、バスで八雲町を周遊できる「1日フリ

ー切符」、「観光マップの設置」などが挙げられた。 
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【Aグループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Bグループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【テーマ③ 新八雲（仮称）駅前にあったら良いもの】

有名
チェーン

店
服屋

宝くじ売
り場

コンビニ

商業施設

プリクラ

ストリー
トピアノ

ストリー
トアコギ

ステージ

お土産屋
さん

八雲せん
べい

八雲限定
品を作っ
て売る

八雲町の
野菜屋

無人野菜
販売

特産物
スーパー

ラーメン
屋

外の景色
（牛など）

が見える
カフェ

アイス屋
（八雲町
の牛乳）

キッチン
カーをた
くさん置

く

焼肉屋

屋台村
（焼き鳥、
ラーメン）

駅前に
あったら
復活する
かも

ピザ窯
牛の乳し
ぼり体験

地元の産
業を体験

木彫り熊
見たり
作ったり

釣り体験

収穫体験
（かぼちゃ
をコンテナ
に投げる）

レンタ
カー屋

電動キッ
クボード

八雲の観
光マップ

スタンプ
ラリー
(景品あり)

やくもっ
ちぃの銅

像

やくもっ
ちぃ型の
建物

八雲に帰っ
てきたとき
になつかし
いな～って
なるシンボ
ル（塔な
ど）

かっこい
い建物が
欲しい

ペコちゃ
んの銅像

ペコちゃ
んランド

広い公園

山を改造
してアス
レチック

に

スキー場
を拡大す

る

景観を活
かす

展望台

世界一長い
何かをつく
る （流し
そうめん
等）

中学校・
高校の歴
代の制服
を飾る

山車の展
示

熊牧場

八雲町の
野生動物
写真館

水族館

サファリ
パーク

天然水を
汲めるス
ポット

温泉

町民が日常的に利用したいもの 観光客を呼び込むもの

地元の人の交流の場

グルメ

おしゃれ
な有名ブ
ランド

ファミ
マ・ミニ
ストップ

ホタテ
ラーメン

ケバブ、
クレープ、
立ち食い
ラーメン

◎

◎：特にほしいもの

◎

◎

まちを周遊する動線づくり
（市街地や町内の観光地等）

周遊できる乗り物 観光マップ・イベント

地域の物産販売

体験プログラム

鮭

観光施設

◎

シンボル ペコちゃん

ケーキの
販売

大きな橋
（京都の
ような）

まちの文化
の展示

まちの生き物の展示

広大な敷地を活かした施設 その他

◎

町民も観光客も利用できるもの

【テーマ③ 新八雲（仮称）駅前にあったら良いもの】

駅舎の外

展望台

星の観察

牧場が
見渡せる
場所

やくもっ
ちぃの像

乗れる
牛の置物

イベントの
時にやく
もっちぃが

来る

駅前に
配置

新函館北斗駅
のずーしー
ほっきーを
イメージ

駅を出てすぐの場所に
フォトスポットを設置

森の中の
アスレ
チック

滑り台等

大人向け 幼児向け

駅裏の森
に整備

駅前
に整備

アスレチック広場

花で牧場
の匂いを
消臭

駅前
に整備
(恵庭の
道の駅)

花壇

足湯

足湯

牛を
見ながら

ガラス張りのレストラン・カフェ

ガラス張り
で外から
見える

レストラン

景観を考え
ると牧場の
中に整備

円状で
中央に
キッチン

定番の
食事を
用意

八雲町内の
レストラン
が週替わり
で食べれる

＋

海鮮丼
ハーベス
ターの
チキン

二海
カレー

キッチンガラス張り

レストラン・カフェのイメージ

乳しぼり
体験

みみづり
体験

ホタテの貝
に願いを書
いて飾る

体験

グランピング

食品の
自販機

ケーキ
（冷凍）

スイーツ
おいしい
もの

まるみの
ザンギ

人手不足
の解消

販売する商品

自動販売機

キッチンカー

駅舎の中

木彫り熊
のグッズを
買えるお店

木彫り熊
に色を塗
る体験

オリジナル
の木彫り熊
を作れる

木彫り熊
の博物館

木彫り熊
の展示

木彫り熊
作り体験

木彫り熊の博物館
(＋小さいショップ）・体験コーナー

ペコちゃん
のお菓子
販売

お菓子を作
る程度を見

せる

季節で衣装
が変わる
ペコちゃん

新千歳空港のロイズの工場のイメージ

（出典：ROYCE’HP）

ペコちゃんブース

チーズ ヨーグルト 乳製品
牛乳の
直売所

お肉

お土産販売

新駅のデザインコンセプトが「牧場
の中にある駅」なので、魚ではなく、
乳製品やお肉を扱ってはどうか。

プリクラ
UFOキャッ
チャー

ガチャ
ガチャ

ゲームセンター

薬局

食べ歩き
横丁

駅舎の中or外

町を巡るしくみ

タクシー
で八雲町
を巡る

価格安め
に設定

バス停の
整備

１日
フリー切符

バスで
八雲町を
巡る

八雲町の案内板を掲示

八雲町の
観光案内
版を設置

寄り道する
人も増える
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第3章   新駅周辺整備計画 

3.1  基本コンセプト・整備方針 

新駅周辺整備の基本コンセプト及び方針を検討するために、八雲町の現状及び新駅に関する

政策や意見、今後の動向について以下のとおり整理した。 

 

■現状 

〇八雲町の現状 

・道内有数の酪農地帯（北海道近代酪農発祥の地）、ホタテやアワビ等の海産物も盛ん、木彫

り熊の発祥の地 

・太平洋と日本海の２つの海を有する 

・道南の交通の要衝 

・ほぼ日帰り観光客、道内客が多い傾向 

〇新駅の立地環境 

・市街地から約 3㎞離れた場所にあるため、二次交通の整備が必要 

・駅前は農地が広がる 

・新駅周辺には、遊楽部川水系音名川が流れている 

・新駅の裏側は森林が広がる 

・需要条件から、停車本数が限定されることが予想される 

 

 

■新駅に関する政策・意見 

〇新駅周辺整備基本計画（H30） 

・駅前広場や駐車場以外の施設機能は、大規模な機能誘導は行わず、牧歌的風景を売りにで

きる施設として、「農業の発展に寄与する施設」とし、民間との連携または民間事業の誘致

を検討 

〇新駅のデザインコンセプト 

牧場の中にある駅 

～二つの海をもつ八雲の大地にたつ、牧歌的風景に調和したシンプルな駅～ 

〇町民の意見 

・高校生 WSでの意見： 

 ガラス張りのレストランやカフェ(牧場が見えるイメージ)、体験(乳しぼりやピザ作り)を

行えるスペース、地域の物産スペース等を希望 

・推進会議での意見： 

 ・余計な工作物は作らず、市街地へ人を誘導させる 

・牧歌的な景観を損ねない形で、若者の意見を取り入れながら、駅前に牧場体験や飲食で

きるスペースを設ける 
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■今後の動向 

〇インバウンドを含めた観光客の動向・見通し 

・団体客から個人客へシフト 

・インバウンド客増加が続くことが想定される 

・旅行目的の多様化が進んでいる 

〇新幹線開業以降に考えられる時代の潮流 

・人口減少が進み、二次交通のドライバー不足が本格化 

・自動運転など新たなデジタル技術の発展 

・カーボンニュートラルの取り組みの推進(例：電気自動車の普及、太陽光発電の設置) 

〇新幹線の広域的な利用の可能性 

・八雲町民    ：札幌・東京方面への移動 

・森町・檜山南部 ：札幌方面への移動 

・檜山北部    ：東京方面への移動 

〇新幹線の利用のされ方 

・貨客混載による速達性に優れた輸送サービスの浸透 
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前述の整理結果を踏まえ、新駅周辺整備の基本コンセプト及び整備方針を検討した結果を以

下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

整備方針１ 

適切な規模の交通結節点機能の整備 

・現状の牧歌的風景を売りにした空間とするため、交通結節点として必要な駅前広場及び駐

車場は、出来る限りコンパクトな整備とする。 

・一方、駐車場については、将来の新駅周辺における観光等の需要拡大に対応できるスペー

スを確保する。 

 

 

整備方針２ 

八雲町の新たな観光機能・生産機能の導入 

・新駅周辺の農地を活かした牧歌的な風景にあった施設を前提に、まちの新たな魅力を創出

する観光機能や八雲町の農畜産物や海産物等の資源を活用した生産機能の導入を検討する。 

・また、これらの機能導入にあたっては、民間事業者とも連携を図り、民間のノウハウや資

金の活用について検討する。 

 

 

整備方針３ 

まちなかや観光地までの交通ネットワークの形成 

・新駅は市街地から約 3 ㎞離れていることから、新幹線利用の来訪客がスムーズに八雲町市

街地や周辺観光地へアクセスできるよう二次交通の整備が必須である。 

・このため、新幹線とバスやタクシー、自家用車等との円滑かつ安全な乗継環境が必要であ

り、駅舎および駅前広場等周辺においては、バリアフリーな空間整備を行う。 

 

 

  

基本コンセプト 

マナビのマキバ 

～ 食育をテーマに八雲の大地の恵みを世界へ発信 ～ 
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3.2  導入機能の検討 

前述の新駅周辺整備の基本コンセプト及び整備方針を踏まえ、新駅の導入機能を検討した。

なお、駐車機能は整備方針を、それ以外の導入機能はイメージを次頁より示す。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

整備方針１ 

適切な規模の交通結節点機能の整備 

・現状の牧歌的風景を売りとした空間と

するため、交通結節点として必要な駅前

広場及び駐車場は、出来る限りコンパク

トな整備とする。 

・一方、駐車場については、将来の新駅周

辺における観光等の需要拡大にも対応

できるスペースを確保する。 

整備方針２ 

八雲町の新たな観光機能・生産機能の導入 

・新駅周辺の農地を活かした牧歌的な風

景にあった施設を前提に、まちの新たな

魅力を創出する観光機能や八雲町の農

畜産物や海産物等の資源を活用した生

産機能の導入を検討する。 

・また、これらの機能導入にあたっては、

民間事業者とも連携を図り、民間のノウ

ハウや資金の活用について検討する。 

整備方針３ 

まちなかや観光地までの交通ネットワー

クの形成 

・新駅は市街地から約 3㎞離れていること

から、新幹線利用の来訪客がスムーズに

八雲町市街地や周辺観光地へアクセス

できるよう二次交通の整備が必須であ

る。 

・このため、新幹線とバスやタクシー、自

家用車等との円滑かつ安全な乗継環境

が必要であり、駅舎および駅前広場等周

辺においては、バリアフリーな空間整備

を行う。 

 

導入機能 

駐車機能 

飲食機能 

物販機能 

情報発信機能 

工場・生産機能 

ふれあい・体験機能 

 

ガーデン機能 
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3.2.1  駐車機能 

(1) 駐車場の台数の設定 

既存の新幹線駅における乗車人員数と駐車台数の関係を整理すると、新駅で想定される乗車

人員数に近似する駅として、安中榛名駅が挙げられる。安中榛名駅の平均乗車人員数は 280 人

であり、駐車台数は 255台分が整備されている。また、北海道新幹線木古内駅周辺では、計 385

台分の一般駐車台数が整備されている。 

新駅の駐車台数は、平成 31年 3月に策定された「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基

本計画」において算出された一般駐車場 102 台をベースとするが、新駅開業後の駐車需要の増

加にも対応できるよう、上記事例も踏まえ、以下に示す駐車台数（一般駐車：216台、身しょう

者用：5台、観光バス：4台）を設定する。 

なお、駐車場の整備にあたっては、開業当初は基本計画台数分程度を舗装、整備し、新幹線

開業後の駐車場の利用状況に応じて、全駐車場の舗装化など段階的な整備を検討する。 

 

表 3-1 新駅の駐車台数 

 基本計画 基本計画から拡張 

一般駐車台数 102台 216台 

身しょう者用台数 2台 5台 

観光バス待機場 4台 4台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 乗車人員数に対する駅周辺駐車台数の分布 

（出典：「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備 基本計画」（平成 31年 3月）） 

 

表 3-2 北海道新幹線木古内駅の駐車台数 

 東駐車場 西駐車場 北駐車場 

一般駐車台数 

150台 

(普通車：143台、 

大型：7台） 

26台 209台 

身しょう者用台数 4台 2台 ― 

キャンピングカー 5台 5台 ― 

いわて沼宮内 

新八雲（仮称）駅 



 34  

(2) 駐車場の配置検討 

基本計画から拡張した駐車台数を基に、駐車場の配置案を検討した結果を以下に示す。 

案①は、基本計画で示された駐車場を道道側に拡幅する案で、観光バスと一般自動車動線を

明確に分離できる。 

案②は、新幹線本線に並行に横長に拡幅する案で、歩行者の安全性及び新幹線駅ホームから

の眺望に配慮している。 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議において、新駅のデザインコンセプトであ

る「牧場の中にある駅～二つの海をもつ八雲の大地にたつ、牧歌的風景に調和したシンプルな

駅」を満たすには、新駅のホームから牧歌的な景観をみせられる案②の配置が望ましいという

意見が挙げられた。 

景観面のほか、歩行者の安全性の観点も踏まえ、新駅の駐車場の配置は案②の本線並行案と

する。 

 

 

 
案① 基本計画から拡張した駐車場 

案②基本計画から拡張した駐車場 

（本線並行案） 

配置図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 ・駐車場を正方形に近い形で配置した

案。 

・駐車場を新幹線本線に並行配置した

案。 

ﾒﾘｯﾄ ・観光バスと一般自動車の動線を明確に

分離することができる。 

・駐車マスから歩道が近いため、歩行者

の安全性が高い。 

・新幹線ホームからの眺望は、駐車場の

アスファルトの広がりが見えづらく、

牧歌的風景の妨げが少なくなる。 

ﾃﾞﾒﾘｯﾄ ・駐車マスから歩道までが遠いマスが多

く、駐車場内を徒歩で移動する距離が

長くなり歩行者の安全性が懸念され

る。 

・新幹線駅ホームからの眺望は、駐車場

のアスファルトの広がりが見える形と

なり、牧歌的風景に支障をきたす。 

・本線並行に配置する場合、案①と比べ、

歩道の整備費が高くなる。 

・駐車場の停車位置によっては、駅まで

距離があり、不便と感じる利用者もい

るかもしれない。 
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以下に、道道八雲北檜山線までのアクセス道路を含めた新駅の駐車場の配置図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 新駅駐車場の配置 
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(3) 屋根付き駐車場等の検討 

積雪寒冷地である新駅の立地環境を考えると、新駅の利用者が快適に、冬でも除雪の必要が

なく安心して止められるよう、屋根付き駐車場の整備が望ましい。 

一方、屋根付き駐車場は通常より整備費用が多くかかることから、駐車台数の 1/2（108 台）

または 1/4（54 台）を屋根付き駐車場として整備した場合の概算事業費を算出した。算出の結

果、駐車台数の 1/2 の場合で約 911 百万円、1/4 の場合で約 661 百万円と 250 百万円の差とな

った。当面は新幹線開業後の駐車需要を見極めたいことから、駐車台数の 1/4 を屋根付き駐車

場として整備する方針とする。 

駐車場ゲートについては開業当初は設置せずに無料化とし、有料化については新幹線開業後

の駐車場の利用状況に応じて検討する。 

 

表 3-3 屋根付き駐車場の検討パターン 

全駐車台数の“1/2”を 

屋根付き駐車場とする案 

全駐車台数の“1/4”を 

屋根付き駐車場とする案 

  

 

表 3-4 屋根付き駐車場の概算事業費 

全駐車台数の“1/2”を 

屋根付き駐車場とする案 

全駐車台数の“1/4”を 

屋根付き駐車場とする案 

・駐車場整備 

13,975.4㎡×20千円/㎡  ≒  280百万円 

・駐車場ゲート             80百万円 

・屋根（面積⇒延長換算） 

【駐車場】1,560m✕320千円/m ＝ 499百万円 

【歩 道】  162m✕320千円/m ＝  52百万円 

         計  911百万円 

・駐車場整備 

14,043.4㎡×20千円/㎡  ≒  281百万円 

・駐車場ゲート             80百万円 

・屋根（面積⇒延長換算） 

【駐車場】  850m✕320千円/m ＝ 272百万円 

【歩 道】   86m✕320千円/m ＝  28百万円 

           計  661百万円 

【概算工事費の算定条件】 

・駐車場整備単価は 20千円/㎡を想定（造成、舗装、区画線、雨水排水） 

・駐車場ゲートはメーカーヒアリングにより、80百万円(設置費込み)を想定して各案に計上 

・屋根（単体）は 320千円/m（過去事例による）として計上 
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3.2.2  飲食機能 

新幹線の利用客や地域住民がゆったりとした時間を過ごすことができる、牧場と一体化した

カフェレストラン。 

 

■運営方針（案） 

〇新幹線駅を利用しない人も、日常的に訪れたいと思えるような、ゆったりと時間を過ごす

ことができる空間を演出。 

〇八雲町の乳製品を活用した、ソフトクリームや飲み物、スイーツ類の提供。 

〇八雲町や周辺地域の特産品を活用し、地元飲食店とは競合しない分野のメニューの検討。 

〇立寄り客やピーク時の回転率の向上も考慮し、テイクアウトメニューも提供。 

 

■販売商品（イメージ） 

・軽食：フィッシュアンドチップス（熊石のマスと今金男爵など）、ホットドッグ（日本ハム・

八雲ユーラップブランドとの連携）等 

・甘味：ソフトクリーム、ケーキ等 

・飲物：チョコレートシェイク、コーヒー等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THINK’A （弟子屈町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナイタイテラス （上士幌町） 
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3.2.3  物販機能 

「八雲のショーケース」を目指した上質なデザインを備えた空間づくり。 

 

■運営方針(案) 

〇新駅のデザインコンセプトで掲げる牧歌的風景に調和した自然の暖かみを感じる演出を施

しつつ、地域のブランドイメージを高められるような上質な空間デザインとする。 

〇近隣自治体を含めたエリア一帯のブランドイメージ向上を目指し、八雲町及び広域自治体

（今金、せたな、乙部等）の中でもデザイン性・味に優れ、店舗のコンセプトに合致した

選りすぐり産品のみを選抜。 

〇閑散期における運営コストの最小化を目指し、飲食機能や観光案内機能と一体となったレ

ジ機能を構築する。（窓口の一体化） 

 

■販売商品（イメージ） 

・地元客や立ち寄り型の客層でも買いやすい商品構成（ポーションサイズでの販売等） 

・今後のふるさと納税枠での販売や越境 ECでの流通も見越した流通戦略の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅かみしほろ（上士幌町）     道の駅うれしのまるく（西九州新幹線 嬉野温泉駅） 
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3.2.4  情報発信機能 

地域の旬の「食
グルメ

」情報＋地域と「食」に関する専門図書＋「食」べながら学び・憩える新た

な八雲の食を創造する HUBエリアの創出。 

 

■方針(案) 

〇八雲町及び周辺自治体の食に関する情報を、新駅利用者に広く情報発信する。 

〇新幹線の待ち時間を想定し、地域の食に対して学びを深めることができる図書スペースや

展示スペースを検討。 

○地域における食関連事業者のスタートアップ支援や地域外の経営資源（デザイン・資金・

マネジメント等）との連携などを見据えたコワーキングスペースの設置。 

○季節感のある地域の食に関する「旬」の情報提供を充実 

 

■内容（イメージ） 

・壁面を活用した手作り感のある広域グルメ＋観光情報マップ 

・食に関する専門図書の設置（上記の広域マップの下のスペースを活用するイメージ） 

・地域住民も日常利用できるような滞在空間の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の人たちで作られる観光情報マップ 

（函館空港 観光案内所（函館市）） 

あたたかみを感じる観光マップ 

（ 野遊びベースフリルフスリフ（札幌市定山渓）） 

施設内の図書スペース 

（みんなの工場 by SHIRO（砂川市）） 
地域住民も利用できるコワーキング＋図書スペース＋台所 

（サツドラホールディングス株式会社 本社 2階（札幌市）） 
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3.2.5  工場・生産機能 

安心・安全な食と地域の誇りを伝える 生産機能の誘致・導入検討。 

 

■方針(案) 

〇地域産の生乳を活用した小規模な乳処理工場や菓子づくり、醸造所等食品加工の生産機能

の誘致を検討。 

〇生産現場における安心・安全な製品づくりの PRを意識し、製造ラインの見学スペースを設

置。 

〇地域の酪農の歴史や商品のこだわりを伝えられるような仕組みを検討。 

 

■内容（イメージ） 

・八雲町で生産される生乳や畜産物を活用した加工工場の整備 

・工場内部に、製造ラインを見学できるスペースを確保 

・商品のこだわりまたは安全を PRするスペースの検討 

・閑散期における従業員の安定的な稼働を目指す（夏は接客・冬期は工場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牛乳の製造工程の一部を見学できるスペース 

（あいす１１８（函館市）） 
ガラス越しに工場内部の様子を見学できるスペース 

（みんなの工場 by SHIRO（砂川市）） 

エアシャワー体験コーナー 商品の歴史を学べる展示コーナー 

食へのこだわりを伝えられるまたは体感できるスペース 

（おいしさまっすぐ館（よつ葉乳業十勝主管工場）） 
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3.2.6  ふれあい・体験機能 

首都圏から訪れる新幹線利用者やニセコ・函館に来訪する海外客等をターゲットとした食の

生産現場を体感できる機能の確保および体験メニューの検討。 

 

■運営方針(案) 

〇新幹線駅利用者や外国人観光客が酪農の生産現場の体験ができるスペースやスタッフの体

制を構築。（牛舎等の維持管理は地元事業者への委託を想定） 

〇ファミリー層を主なターゲットとし、初めて牧場を訪れる人でも簡単に体験できるメニュ

ーを検討。 

 

■体験（イメージ） 

・牛を中心とした乳しぼり体験やえさやり体験の他、トラクターでの周遊やバターまたはお

菓子作り体験、搾りたての牛乳の試飲等 

・仔牛やヤギ、ウサギとのふれあいコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牛の乳しぼり体験ができるスペース 

（あいす１１８（函館市）） 

動物へのえさやり体験 

（ハイジ牧場（長沼町）） 



 42  

3.2.7  ガーデン機能 

八雲ならではの気候や景観を活かした 四季の彩りを楽しめるガーデンの整備。 

 

■方針(案) 

〇新駅を訪れた人の記憶に残り、また訪れたいと思ってもらえるよう、牧場の景観と調和し

たガーデンを整備。 

○来訪客らに情報発信してもらえる「映え」空間の整備 

○地域の四季に応じた集客やイベントにも対応できるような工夫 

○冬季間の雪遊び場としての空間の活用も検討 

○ハーブ類と飲食機能・物販機能との連携 

 

■内容 

・施設周辺の敷地を活用し、小規模なガーデンを整備 

・開花時期をずらした多様な花畑の整備により長期間楽しめるよう配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

店舗正面に花畑を整備 

（ローズガーデンちっぷべつ（秩父別町）） 

敷地内にガーデンを整備 

（ロイズ ローズガーデン（札幌市）） 
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3.3 新駅隣接施設の検討 

「北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備基本計画」では、駅舎内で整備を想定する機能と

して、待合スペース・トイレ・自動販売機・荷物置き・各種受付窓口を設定しているが、全ての

サービスを駅舎内に整備することは難しいと想定されるため、今後、新駅に隣接する施設の整

備について検討する。 

■方針(案) 

〇新駅利用者の利便性向上に向け、待合スペースやトイレ、観光案内・レンタカー・レンタ

サイクル等を集約した受付窓口を設けた、小規模な施設を駅に隣接した場所に整備。 

 

■内容 

・飲食物の自動販売機を設置し、飲食やＰＣ操作等ができる待合スペース 

・荷物置き（コインロッカー等を想定）、トイレ 

・観光案内、レンタカー・レンタサイクル等を集約した受付窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅前を見渡せる２階の待合スペース       コインロッカー・トイレ 

（七戸町観光交流センター（七戸町）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンタカー受付等を集約した観光案内      地域情報を発信する観光交流センター 

（道の駅 みそぎの郷きこない（木古内町））      （越前たけふ観光案内所（越前市）） 
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3.4  土地利用ゾーニング 

新駅周辺整備の基本コンセプト及び整備方針、導入機能の検討を踏まえ、新駅周辺エリアの

特性から、土地利用ゾーニングとして、「ペコちゃん牧場ゾーン」、「観光交流・生産ゾーン」、

「広場・緑地ゾーン」の３つのゾーンを設定した。 

なお、各ゾーンの検討イメージを以下に示す。 

 

 

3.4.1  ペコちゃん牧場ゾーン 

・アクセス道路東側のエリアは、駅を降り立ったときに視界が開け、牧歌的風景を感じられるよ

う、ペコちゃん牧場ゾーンとして位置づけ、基本的に牧草地として利用し、施設等は配置しな

いゾーンとする。 

・具体的には、サイロや牧草ロールなどを配置し、牧場風景を演出するとともに、小動物と触れ

合うことができる体験牧場等の整備を検討する。 

・さらに、駅付近にはペコちゃん人形を配置するなど、記念撮影ができるフォトスポット広場の

整備を検討する。 

 

 

3.4.2  観光交流・生産ゾーン 

・道道や駅駐車場からのアクセス性が高いアクセス道路西側のエリアは、観光交流・生産ゾーン

として位置づけ、各種機能をコンパクトに集約した土地利用を検討するゾーンとする。 

・具体的には、八雲町の農畜産物や海産物等を活用した特産品の生産機能や販売機能等、地域の

活性化を図る生産施設や観光交流施設等の施設整備を検討する。 

・また、駅から動線上にイベント等が開催出来る広場の設置を検討する。 

 

 

3.4.3  広場・緑地ゾーン 

・駅の西側（駅裏）から音名川に至るエリアは、広場・緑地ゾーンとして位置づけ、駅周辺の豊

かな自然を感じられるよう、将来的な環境整備を検討するゾーンとする。 

・具体的には、新幹線駅周辺の豊かな自然環境を楽しめる広場・緑地空間や八雲町の文化を体験

できる空間等の整備を将来的に検討する。 
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3.5  エリア全体の整備構想 

前述のゾーニング図を踏まえ、次頁に、新駅及び新駅周辺の整備構想図を示す。 
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第4章   今後の課題 

 

【開業時期の延期】 

令和６年５月、鉄道建設・運輸施設整備支援機構は、北海道新幹線札幌延伸の 2030年度末完

成・開業は極めて困難と発表した。新たな開業目標時期も示されていないため、今後の事業ス

ケジュールも先が見えない状況になっている。 

しかし庁内や町民との議論を深める時間が取れたと捉え、駅周辺整備計画の検討は今後も継

続していくことが必要である。 

また、八雲町の新たな観光機能・生産機能の導入にあたっては、民間事業者とも連携を図り、

民間のノウハウや資金の活用について検討することとしているが、開業時期が見えない中では

民間事業者と具体の協議に入ることが難しい状況にある。 

このため、民間活力を活用する機能や整備主体・運営主体等について、いくつかパターンを

検討、整理するなど、引き続きの検討が必要である。 

さらに、飲食・物販については、新幹線利用者のみを対象としては運営が厳しいことが想定

され、地域での利用促進や広域的な集客方策の検討も必要と考えられる。 

 

【社会経済状況の変化に応じた計画の見直し】 

当初の開業時期であれば本計画策定から６年後の開業予定であったが、開業延期により策定

から 10年程度経過することが想定される。昨今の社会経済状況は変化が激しい中、本計画の内

容についても適切な時期に柔軟に計画を見直していくことが必要である。 
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資料編 

【策定経過】 

年月日 事項・内容等 

令和 5年度 

8月 1日 

 

令和 5年度第 1回北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議開催 

・これまでの決定方針、新駅周辺整備計画策定業者、新駅に関する確認事項、新

駅舎デザイン決定方法、今後のスケジュール等について説明 

9月 21日 第 1回高校生ワークショップ開催 

10月 10日 第 2回高校生ワークショップ開催 

11月 1日 

～11月 17日 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅舎デザインアンケートを実施 

2月 7日 令和 5年度第 2回北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議開催 

・前回会議等のレビュー、農業関連施設等の類似事例について説明 

・駐車場案、観光案内施設について協議 

・ワークショップ開催結果、新八雲（仮称）駅デザインアンケート結果について

報告 

令和 6年度 

5月 14日  

 

 

令和 6年度第 1回北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議開催 

・前回会議のレビューについて説明 

・屋外駐車場、観光案内施設、駅周辺整備・ゾーニングイメージについて協議 

・駅舎デザイン推薦書（案）について報告 

6月 14日 鉄道・運輸機構へ北海道新幹線新八雲（仮称）駅のデザイン推薦書を提出 

12月 20日 令和 6年度第 2回北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議開催 

・前回会議の振り返りについて説明 

・新八雲（仮称）駅周辺整備計画（素案）について承認 

2月 1日 

～3月 2日 

パブリックコメントを実施 

3月 4日 新八雲（仮称）駅周辺整備計画を策定 

 

 

  

令和 6 年度第 1回 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議 

令和 5 年度第 2回 

北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議 
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【北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議 委員名簿（令和 6 年第 2 回推進会議時点）】 

No. 所属等 氏名 

1 北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議会長 秋 松   等 

2 北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備推進会議副会長 都 築 享 子 

3 JA新はこだて青年部八雲青年部 柴 田 真 吾 

4 春日二区町内会 小 川 藤 芳 

5 山越郡森林組合 代表理事組合長 牧 野   仁 

6 山越郡森林組合 参事 長谷川 賢 子 

7 八雲町漁業協同組合 専務理事 小 川 勝 土 

8 落部漁業協同組合 専務理事 鎌 田 和 弘 

9 八雲商工会 青年部 部長 中 田 拓 希 

10 八雲商工会 女性部 副部長 大久保 和 恵 

11 八雲観光物産協会 事業部会 副部会長 小 西 雄 一 

12 八雲建設協会 理事 中 村   兆 

13 八雲町社会福祉協議会 会長 大 野 尚 司 

14 若人の集い 事務局長 政 田 翔 太 

15 一般公募 稗 田 俊 一 

16 一般公募 佐 藤   馨 

17 一般公募 長谷部   修 

（敬称略） 

 

【北海道新幹線新八雲（仮称）駅デザイン（案）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供：JRTT鉄道・運輸機構 

令和６年６月 14日 鉄道・運輸機構へ当デザインを推薦

～雄大な大地と木立の美しさを感じる駅～ 
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